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ついてはいまだ不明なところが多い。早い常，いつごろ  

からそうなったかについてもよく知られていない。また，  

その原因についても渚脱が人り乱れている。これまで筆  

者が見聞して重たその代表的見解を列記すればおよそ次  

の通りである。   

その節1は，三蕊奥のみならず西目本腰来会体の問題  

でもあるが，北海道，東北など東日本各児と統べて経常  

排他規模が零細なことがその原因であるとする見解であ  

る。この風解はまた，戯民の戯他に対する所有窓織が強  

く，所有と利用を分離できないことが虚業所得の低位性  

をもたらしているとヨ三服する。   

その節2は，兼業化の進展によって虚業所得に依存し  

ない農家経済鱒逝が確立し，それが戯楽所符を低めてい  

るとする見解である。県中央部の虚業池澤である伊勢平  

野では，古くから数多くの城下町，宿場町が数珠状につ  

ながり，それを基礎に償いた「薄い都市化」現象がみら  

れる。そのため兼業就業機会も平野部全体を薄く綴って  

いる。この「浮い都市化」は商工薬に対しては袋磯の利  

益を発揮しにくくさせるが，戯家にとって隠遁拗発業を  

容易にさせ，戯家経済を安定させるカになる。したがっ  

て，戯米所符がたとえ全国放低であっても兼灘所得は商  

いのであり，戯家経済の問題としては何ら不都合は生じ  

ないと主張する。   

その節3は，平均してわずか60aにも満たない稲作経  

常のために，多くの戯家がトラクター，田植機，コンバ  

インを装擁しており，このための費用がかさみ，これが  

虚栄所魔の低位性をもたらしているとする見解である。   

その節4は，銘候はたしかに温暖であるが，その他の  

自然的環境条件はかならずしもよくないとする見解であ  

る。昭和28年の創乳13号，34年の伊勢橋台風，46年の県   

1．分析目的とその窓幾  

三盤典の戯家1戸当り虚業所得は，金閣政低であると  

いってよい。腿林水産省の『戯家経済閑寂』（以下では  

『彪掻瓢遡と略す）の都道府典別統計表（以下ではすべ  

て沖縄擬を除外する）によれば，昭和47年に剰司教下位  

である46位に転落して以来，54年までの8年間に，46位  

と45位をそれぞれ4匝！づつ経験している。55年，5離引こ  

は幾分傲位が上昇して39位，42位に総督監するようになっ  

た訊 これも虚業所得が飛礫的に上層してそうなったの  

ではなく，いくつかの所得低位戯でその所得水準が急故  

に低下したからに他ならない。   

このように三蕊ガ鶏の鹿家1戸当り戯灘所得は全国的に  

みてきわめて低いものがあるが，これは児内においては  

単くから知れわたっていた事衆でもあった。たとえばこ  

こに鼎の鹿林水産部が刊行している『三義県戯林漁業の  

軌き』という年次報告溶の昭和45年版があるが，その中  

のl‾三盤県虚栄の金圏的地位」（p．10）という袈に44年の  

戯家1戸当り虚業所得が43位であると記されている箇所  

がある。そして，本文にはこの輩爽に関する叙述はない  

ものの，その節の袈超は“低い本県虚栄の生産性”とし  

てあり，全体として飽虚業の不振性を強く印象づける叙  

述を行なっている。これに対して，林業については“線  

化進む林業”，独楽については“上位保つ三窓児漁菜”と  

して位澄づ仇 虚栄よりも明るい展望を持っていること  

が窺える。   

しかしながら，宙くからこうした輩爽認徽がなされて  

いたにもかかわらず，なぜそうなったかの原因の究明に   
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南郊での免ql教雨，49年の巣中家磯というように，定期  

的に大被窃をもたらす風水登が虜る凋鳥中・北勢地  

域では鈴鹿，布引の南山脈がその東側を急な断層建で限  

り，伊勢平野での水嚢を大会くしている。さらに，ほぼ  

宮川に沿って起る中央構造線より南側の南勢地域では，  

壮年期にあって峻険な紀伊山地のために地形的にみてみ  

るペき戯地を確保し符ないという問題がある。   

その節5は，経済的立地条件も濠た思いのほかよくな  

いとする見解である。霊山中部地方の南九州，近放地方の  

東北」といわれるように，この栄藤・近艶圏ではいずれ  

の大消費地からも遠く離れているという不利性を持つ。   

その節6は，三重戯の立地的特性から考えて，脳内の  

節1次盛栄の比較優位部門は漁業と林業にあり，戯灘は  

比較劣位部門であるとする見解である。虚業にとっては  

不利な条件となっている【j1脈の急峻性とそこでの多雨性  

は，林業では有利な条件として働き，また志摩半島衆㈱  

から熊野灘にかけての沿剰ま山地が梅に陥没した形のリ  

アス式地形を成し，絶好の養殖漁業基地になっている。  

濠た伊勢湾は，外海との溢水の出入りが悪く富栄滋化が  

進んでおり，のり養殖には絶好の条件を創り出してい  

る。   

その第7は，三霊園人の藤済窓織のあり方に問題があ  

り，「寄らば大樹塾」，「宮仕え仕向型」，「危険回避艶」  

といえるような生活通好のくせがあり，企業者としての  

戯民を創り出し得ないとする見解である。とりわけ三窓  

の中央部であるrFl砂地域では，明治以前の歴史的個性の  

増発期においてこのような消極的ともいえる県民性を育  

む露地があった。田舎としては顆をみないほどの戯濱な  

櫓報（神道のメッカとしての伊勢神宮の存在〉，伊勢商  

人の企図的な組織網への遊民の就兼，商品灸違約戯薬の  

早期からの開花（表作として軌私 塞作としてのなたね，  

および伊勢木桶の生産），そしてそうした経験を経て国  

民経済会体の軍機に相磯した済民を幕滞体制の中へ無理  

矢理に閉じ込めようとする外様大名勝党務などによる強  

い戯民規制，などがそれであり，これらが蕊なり合って  

歴史的硬個体としての「中央版払 非反逆的将帥」の規  

民放を培発したと主弓長する。そして，この硬直したパ  

ターンの旧さが明治政府による盛業的殖應政策（輸出商  

品としてのまゆと茶の振興）を「下からの新しい試み」  

として自締約に捉えるような，バイタリティのある戯民  

をすでに消滅せしめていたとも主張するのである。   

三波澱虚栄の不振性の原E削こ関する主たる見解はほぼ  

以上の通りであるが，さてこれらの見解のうちどれが敢  

も有力な見解であるかについては判断に管しむ。どれも  

かなりの親好カを持っている，といわなければならない。  

がしかし，不満も少なからずある。概していえば，日本  

のどの戯でも共通して抱える鰭問題を三蕊県の特殊問題  

にすり替えてしまったきらいがある（とくに第1から第  

3の風解について）。決定的（determinism）的色彩が強  

く，非決定論（votuntarism）的発想がみられない（とく  

に第4から第7の見解について）。これらの理由から，  

原園究明の議論が並行的になってしまい，それぞれの見  

解を有機的に飴びつけ，…▲つのまとまった見解に到適す  

ることがで堂ないでいるというのが現状である。   

筆者はもとより，以上の見解のうちの一つだけが原因  

であると考えているわけではない。また，それを見い出  

そうとして稀を起こしたわけでもない。錯綜とした議約  

をで卓るだけ粧現し，三嚢児戯業の低位鰭を髄論するう  

えでの一つの視角を考えようとするにすぎない。そして，  

できればこれによって，三蕊脾戯楽の現状について共通  

の認織を持つことができ，本県虚栄の捉興にあたってそ  

の課題と方向を見定めることがで車るならばなおよいと  

脅えている。   

本稀のl∃的は以上の通りであるが，この課題の持つ経  

済学的窓凝は二つある。その一つはいうまでもなく三蕊  

頗の虚業と戯家路済の柵造を他県との比較のうえで明ら  

かにすることであるが，もう山つは冒本金体の虚業と戯  

家経済の構造を解明していくことである。   

三慈麒の戯家l戸当り虚栄所得の低位倣の原因を究明  

しようとする場合，当然それは他県との比牧を必要とす  

る。全国的視野の申での低位性なのであるから，三蛮風  

だけを考察しても分析は始まらない。他頗の虚業や戯家  

路済の構造と比牧し，そのうえで他戯との敷似牲（sim“  

ilarity），非潮似性（dissimilarity）を明らかにしてはじめ  

て窓練を持つ。そして，これによって得られる緒論は，  

おそらく三整腸戯楽が後進性という点では日本虚栄の中  

でも澄も代襲的な準例の山つであるという滋味において，  

本県戯菜の今ある姿が現状の日本戯発会体が持つポテン  

シャルとしての終局磁を何らかの形で映し出しているの  

ではないかと考える。   

次に本稿の分析の特色を述べる。その特色の第1は，  

戯家所得の造出機槽を伝統的な分析枠組みとは異なって，  

より絆細に検討しようとしていることである。伝統的な  

分析枠組みでは戯家所得を虚業所得と戯外所得に分劇す   
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向を見定めることにしたい。第6節は以上の分析結果を  

要約した結翰である。  

ヱ．戯楽所絡の低位性の磯路   

通常，三蕊県の戯家1戸当り虚栄所得の全国的地位は，  

関頭で紹介した『戯経調』都道椚終別統計表から求めら  

れている。戯林水産省による戦後の『戯経調』は，昭和  

24年に始まり，それ以降梅坪公表されているが，31年以  

前については既述のように調査戯家のサンプリングに上  

方偏奇のあったことが知られている。したがって，鹿家  

1声当り彪楽所稗も上方燭奪している可能性がある。そ  

れ以降についてはこの間趨は解消し，資料精度が向上し  

たといわれている。このため，厳密にいえば31年以前の  

データと32年以降のデータを時系列的にリンクし得ない  

のであるが，ここではそれを承知のうえで，24年から56  

年までの32年間にわたる三蕊夕轟の虚栄所制限位を示そう  

と思う。その理由は，もし各都道府県の上方偏奪皮が等  

しいとすれば，職位上の速乾は起重ないであろうと考え  

たからである。   

麓1図がその結果である。一見して，三蕊県における  

るのが常であるが，ここでは腐食所得を稲作所得と稲作  

以外の虚栄所得に分割し，また戯外所得を慮外事業所稗  

恒常的雇用兼楽所符，臨時的雇用弦楽所得の三つに分割  

する。これによって戯家所得の造出機構をより絆細に，  

より有税的に捉え促すことがで重たと考える。   

節2の分析の特色は，で塗るだけ盛期問にわたって  

データ収集を行ない，戯発と戯家経済の構造に関する時  

系列的変化をより安定した形で捉えようとしていること  

である。分析ば昭和58年5月現在で戦後『戯縫調』が利  

用で馨る昭和之4年から56年までについて行なわれたが，  

ここでは主として潮間を溺輝から54年までに絞って報告  

する。これ蛛，周知のように，31年以前の『戯経調』に  

おいては調遊戯家のサンプリングに上方偏奪がみられ，  

資料の倍頗性に疑問があること，また55年が米の凶作年  

であったこと，およびこの研究が昭和56年庶に行なわれ  

たこと，の三つの理由が関係している。   

以下では，第2節において三盈燭の虚業所得の低位性  

を『腰紐調』から確認し，節3飾においてその原因を見  

い出し，節4節では4欄i道府県の虚栄と戯家経済の構造  

を明らかにし，節5飾では低迷する三重県虚栄の振興方  

55（jF）  25  30  35  40  45  50  

第1図 三蕊県の虚栄所得順位の推移（昭和24～56年）  

（資料）腱林水産省『鹿家経済閑適ふ   
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各年の虚業所得順位はその撮帽が大きいれ 趨勢的にみ  

て低下傾向にあることがわかる。すなわち，この図に  

従って昭和20年代中葉の25～30位を初期粂灘と考えると，  

その順位はそれ以降一貫して低下の傾向をみせ，朝年前  

後に40位台に突入し，50年代に入って敢下位に艦落して  

いったことがわかる。   

この軌跡の数えるところは，戯灘所得の低位性が何か  

突発的な出来当ざを契機としてある時点から急に起こった  

のではなく，序々に進行してきたという事実である。た  

しかに，昭和28年の台風13掬弓・の影響は大きいものがある  

が，それ以後の立ち緻りは単く，長期的影響を及ぼした  

という兆候はない。むしるここで蕊祝したいのば伊勢湾  

台風の影啓である。この台風が襲来した34年そのものは  

聴位に大きな影啓を与えていないが，それが台風13母に  

続く2党員のボディブローになって，その年以降の順位  

上の趨勢的低下をもたらしたことが考えられる。戯民に  

嫌戯の気風が起こり，同時に，復旧土木軍楽への参加を  

通して雅楽収入の魅力を覚え，虚業不振が強まったとす  

る見解（第1節の第4の見解）である。したがって，こ  

の見解は捨て難い仮説となる。   

しかしながら，この見解を過大評価することはできな  

い。というのはこの仮説は，三貌櫛こついてこそ両台風  

があったために虚業所馴置位が低下したことを脱明する  

かもしれないが，三悪鬼以外の台風賀来の常習殿で感光  

所得版位が上昇しているという肇爽を脱明で塗ないから  

である。台風襲来の常習県は三祭典だ桝こ限らない。四  

園，九州の各園も剖乱撃米の常習典である。それゆえこ  

の仮説の正当性が証明されるためには，これらの渚殿で  

虚栄所得の低位性が確認されなければならないであろ  

う。けれども後に明らかにするようにそのような兆候は  

ない。したがって，この見解の一般的梁当他には疑問が  

残る。   

以上と同じような矧削ま，1瓢節で紳介した節5の見解  

（経済的立地条件からみた不利性）と第7の風解（人的  

資限の資質に関する問題）にもあてはまる。三貌県に限  

らずこの種の不溝は日本中どの園にもあり，本当にこれ  

らが原因であったとすれば戯灘所得の高位児などなく  

なってしまうように思われる。したがって，三成奥の農  

業所得の低位性の腐ぎ園をこれらの見解に求めることはで  

きない。われわれは別の角度からの原因究明に立ち向か  

わなければならないのである。   

ところで，そもそも三桑園における虚栄所得の低位性  

を問題視し，その原因を究明しようとする試み自体蔓こ対  

してさまぎまな輿論がある。第1節の第2の見解（兼業  

所得の高位性）もそのうちの山つであるが，ここではそ  

れ以外の蓋だった三つの見解について考察を加える。   

その節1は，虚栄所得の低位性を指摘する際に利用さ  

れる『戯綴調』はサンプリング綱掛こもとづくものであ  

り，そこで得られる標本平均は母盛雄平均を正確に教わ  

していないのではないかとする風解である。わかりやす  

くいえば，三来園の場合，『戯藤調』の公袈する虚業所  

得は嘉の虚栄所得よりもかなり低いのではないかとする  

見解である。   

その節2は，地域とは何かに関述して，三登園という  

のは単なる行政単位であって，たとえそこで遊楽所得が  

全国股低であっても，それとは別の単位，たとえば戯林  

水産省作成の脳炎地瀾とか，町村，旧紙 袋落などの単  

位でみれば，虚業所得の商い地域があるのではないかと  

する見解である。   

その節3は，第1節の節6の見解（虚栄は第1次遮溌  

の申では比椴劣位灘潤である）と関連しているが，芸濃  

麒の戯莱ほたしかに不振であるけれど，林業，漁業を含  

めた第1次渡米全体でみれば金閣的にも決っして劣って  

いないとする見解である。   

そこで，これらの見解について山つづつ検討を加えた  

い。まず，麓1の見解についてである。   

虚家1戸当り鹿瀬所得についてわれわれは霧の平均値  

も，ましてや母基‡溺分布についても知ることばで嚢ない。  

何らかの意味での推定平均條しか知ることができない。  

一つは，標本調査から得られる『戯経綱邁の虚業所得で  

あり，もう一つは，市町村別に推定された虚業組ぬ産額  

に推定所得率を釆じた『奴逓虚栄所得統劉・』（虚林水産  

省福袋，以下では『虚業所得統劉▲』と略す）の都道府県  

ヌ札 市町村別戯家1戸当り虚業所得である。そこで，こ  

こでは補整料の戯米所柑を比鮫し，『虚業所得統計』の  

推定檎からみた『戯経調』の推定偶の性格を明らかにす  

ることにしよう。その結果を一党できるようにしたのが  

第2図である。ただし，期間は資料人事上の制約から昭  

和3フ年から55年までとした。   

㌘戯経調』による都遺府県別戯家1戸当り戯楽所得の  

乗数億を弟『虚栄所得統計』による都道府県別戯家1  

戸当り虚栄所得の爽数橘をyとすれば，節2園は，∬  

とyの相瀾係数，ノズ／yの平均値・レンジ・平均値±標  

準偏差，三愛県の．狩れおよび両餅利こおける芸濃現の   
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ガとyの相関係数   

37  40  45  50  55（年）  

第2閲『戯綴網』と『虚業所得紋別・』の戯家1戸当り盛栄所得の比較（昭和37～55年）  

注）X：『戯経調』の都道府県別鹿家1戸当り戯楽所得（実数）  

Y：『虚栄所得統劉▲』の都道府県別虚家1芦当り虚栄所得（実数）  

（資料）戯林水産省炉鹿家経済関釜』，『生産虚栄所得統計』各年版。  

戯来所樽顆払 の六つの撒礫を山つの図として示すもの  

である。   

以上の統計的指棟から観察できることば次の通りであ  

る。①ガとyの相関係数からみて両資料はかなり商い  

相関を有している，㊥しかし，g／yの平均倦，レンジ，  

標準偏差などの指標からみて『戯練調』の推定伯のほう  

が，『虚業所得妖言十』の推定値よりもかなり高く，爾資  

料の粟数億はかならずしも正確に対応していない，＠三  

蒐塵の考／yの倦は41年までは全国平均の∬／yを上ま  

わっていたが，42年以降は血署してその食酢‡乙均を下ま  

わっており，とりわけ47年以降になるとその醸が1以下  

になる，④この㊥の形容を強く受けて，41年までは『戯  

練乳薫の全国膳位が『虚業所得統計』の企図頗億よりも  

高かったが，42年以降ばその関係が逆脛サるようにより，  

とくに47年以降『戯緩調』の塀位は全国股下位をマーク  

するようになった。   

以上の磯感から，『戯線調』による戯家1声当り戯楽   

所得の低位軋 なかんずくその股下位性は，かならずし  

も寅の姿を反映したものとはいえず，サンプリングの変  

更によって傲位がより上位に進出する可能性を残してい  

るといえる。けれども，その可能性はわずかであり，サ  

ンプリングを何十臥 何百固練り返しでも職位がかなり  

の上位に進出するとは考えられず，35～46位程度の粒巨将  

に位腱するのではないかと思われる。したがって，．鹿家  

i声当り戯紫所得が全国数低であると断定するのは軍劉・  

であるとしても，金l乳上位に位思すると謳い上げること  

もまた国難であるといわざるを得ない。虚栄所得の低位  

株という表現が適当であろう。   

次に，第2の鬼解について考察する。たしかに，殿と  

いう・山行改革位が地域という概念粟ふさわしい境界を設  

定するとは考えにくい。それは単なる便宜上の填き馴こす  

ぎない。園内町村を隣園に編入したり，隣園町村を園内  

に編入したほう机 虚栄地域としてはふさわしい場合も  

多い。では，そのように地域の境界を組み替えると，金   
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国有数の商い戯某所得を持つ地域がどれほど生まれるの  地域が県内に存在するかどうかという点に絞られてくる  

であろうか。あるいはまた，県内町村を適当にブロック   であろう。  

化すると，全国有数の商い盛装所得を持つ地域がどれほ  こうなると県内にもかなりの候補がある。木薗岬村会  

ど生濠れるのであろうか。三蛋県の場合，その答は明ら  

かに否定的にならざるを符ない。  麓1来 県内市町村別の戯家1戸当り虚業所得（昭和   

拭みをこ，『虚業所絡銃猟英における市町村別戯家1戸  54年）  

当り戯楽所得をデータとして，殿内各碑町村の東海4県 展基御縁職位  農家1戸当り  右の農茶所憾相磯  

（岐阜，静岡，愛知，三義）内での虚栄所得順位を求め 榊（東海4園内）  千閂） 三狼県平均 塞き毎平均 公園ぷl£均  
芯100    禦100   芯100  
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てみよう。54年についての結果を示したのが第1衷であ  

る。   

第1嚢は，左の欄から，県内順晩 発輝4県内職位  

（カツコ内に袈示），市町村私 戯家1戸当り虚栄所得  

（単位干円），三霊殿平均を100とする虚栄所得指数（県  

平均芯581干円），氷海平均を100とする虚業所得指数  

（衆梅平均＝810千円），全国平均を100とする虚栄所得指  

数（全国平均ニ1078千円），の各綺礫を示してある。た  

だし，東海4鼎の市町村総数は33之である。   

一見して，児内各市町村が東海4県内の比較において  

も，また全国的な比較においても低位であることがわか  

る。具体的に県内節1位の木馴l膵眠ついてみると，そ  

の虚栄所得は1555干円であり，典平均の2．68倍の大きさ  

を持つが，これは発海4園内では16位にしかならず，東  

海平均の1．92倍，金閣平均の1．44倍の大貴さしか持って  

いない。木曽岬村といえども，全国的にみれば平凡な扉  

虚業地域になってしまうのである。また，東海平均を上  

まわる町村数は69市町村中わずか6町村（木曽岬村，義  

城町，／jヽ俣町，御浜町，明和町，多気町）しかなく，同  

様に全国平均を上まわる町村は上記のうちの上位3町村  

に限られる。   

以上から明らかなように，県内を市町村以上のレベル  

でどのようにブロック化し直しても，金閣有数の戯来所  

符をあげる虚栄地域を作成するのが困難であることがわ  

かる。わずかな例外は，木馴叩村（公園平均を100とす  

る指数で144）と慮偽町（68）から成る木留3川デルタ  

地域と，玉城町（16軋／j、俣町（1（瑚，明和町（77），  

多気町（7軋 御薗村（7勾 から成る宮川用水地域であ  

るが，これらにしてもその所得水準は金閣平均をかなり  

下まわる町村が多く，とても全図有数の虚栄地域とはい  

えない。したがって問題の魚点は，旧村あるいは然落な  

ど，地形上ならびに立地上，および常盛上ほぼ同質の性  

格を持つと考えられる町村以下のレベルの地域を単位と  

して，その虚栄所得が全国平均をはるかに上まわる虚業  
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戯林水産省『d三度虚業所得統計』昭和54年版   （資料）  
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組敷産額ほ，虚業776．0賠閏（降ペきの服で2ウ位であり，  

これが商いのほ戯家数が多いからである），林紫298．7健  

円（9位），水産発421．8億円（11位）であり，構成比で  

はそれぞれ県内組数魔の3．3％（31位），1．3％（12位），  

1．8％（ユ2位）をおめている。またそれらを合計した第  

1次産米全体の桃生速報では，乗数で1496．5位円（24  

位），構成比で軋4％（23位）の大きさを持っている。そ  

して，この6．4％という第1次渡来への依存度は全国職  

位ではたしかに23位であるが，関東，栗鼠 近親，山陽  

のいわゆる来日本の先進工築地聯の申では茨城についで  

第2位であり，この地繹ではトップレベルの第1次塵楽  

依存異になっている。とりわけ林灘では，ひの嚢の虫魔  

で全国第4位を占め，濠た漁業では海商養殖業（はまち，  

たい，のり，霧疎）の生産額で全国第1位になっている。  

このように，三蕊殿の第1次産業はその立地的特性を反  

映して相対的に林楽，漁業の地位が高く，虚業と際立っ  

た対照を示している。   

しかしながら，三悪麒における上記の特性をもって戯  

家1声当り虚業所得の低位性の原因とするわけにはいか  

ない。その政大の理由は，緒資源の移動可能性の問題か  

ら考えて，虚栄から林衆へ，あるいは虚栄から汲楽へと  

いう渚資源の移動は，所有権上ならびに利用権上の㈱約  

からそれほど容易でなく，比較優位原則にのっとった資  

源移動が爽現しにくいからである。たしかに経済発展の  

段階が低く，経済活動にまだ十分な分業化がみられない  

低開発経済のような場合に払 緒繋源に対する所有権と  

利用権の改定は期しがたく，戯・林・晩発間での資源移  

動（療入）は容易な場合が多かったであろうが，かなり  

の経済発展を遂げた現在のわが国経済にあっては，分衆  

化の利益を追求せずには各産発の発展さえもおぼつかな  

くなっており，したがって，あらゆる蟹源の所有と利用  

には法的な権利が戚与され，保護が与えられるように  

なっているといわなければならない。   

比較優位原則にもとづく資源の移動可能性の観点から  

すれば，労働力の移動よりも労働の移動のほうがはるか  

に容易である。しかし，この労働移動さえも，その形態  

は主として虚栄潜による短期的な林灘従執 政発従事の  

形懸をとるため，不安定な就業を強いられやすく，虚栄  

との兼業はそれほど有効な資源活用に結びついていない。  

林菜労務者の高齢者化や山村，漁村での過疎化などは，  

そのために起こる現象であるとすらいえる。したがって  

この間越は，三東風が山林資源に恵まれ，漁楽資源に窓   

域での野栄生産，郷沢町旧市木尾呂志村一円でのみかん  

敷の奴鼠 四日市滞水沢地区から鈴鹿布山本地区へかけ  

ての鈴鹿由凝卜瀾での茶，花；軋 花水，ならびに野栄生  

鼠 捧市大里町での花押，花泉 肉豚虫鼠 玉城町下外  

城田地区でのたばこ，発，野菜奴遮……など枚挙にいと  

まがない。しかしながら，このように園内有数の虚業地  

域をつぶさに観察していくとわかるれ このような地域  

の中にも虚業を生業とする農家とそうでない戯家とが混  

在しており，戯家間の虚栄所得はそのパラツキが大会い。  

それゆえ，こうしたアプローチをつきつめると，地域と  

いう概念は薄れ，個々の鹿家がどれだけ高い戯来所稗を  

あげているかという比餃になってしまう恐れが強い。そ  

して，その欄別戯家の優秀性のゆえに地域虚業は健全な  

りという結論も出てくる可能性がある。問題は，そのよ  

うな商い戯楽所符をあげる戯家がいくつかあるというの  

ではなく，そのような優良鹿家がその地域にどれだけ多  

く確保されているかという盈的な比敏の問題なのである。   

このように考えるならば，地域というのをどの段階で  

捉えるペきであるという絶対的な判断姦準のないことが  

わかる。戯であろうが，町村であろう机 それは分析目  

的に応じて定められるペきであるといえよう。   

そもそも，『戯経調』から得られる鹿家1声当り虚業  

所得というのは，すべての戯家が岡山の戯来所得を持っ  

ことを前提とし，その同一の所得を知るために鮮出され  

ているのではなく，弊出された所得を標本平均とすると  

ころの・降効用分布に関する惰報を提供する目的で界出さ  

れているのであり，その棟本平均が低いことば，より商  

い標本平均倍を持つ地域と磯ペて，その■母集団分布がよ  

り下方にシフトしていることだけを表わしていると考え  

なければならない。したがって，三蕊殿の虚楽所得が低  

位であるということば，金戯家におめる高所得戯家の構  

成比が他県の場合よりも／j、さいことを教わしていると読  

みとらなければならないのである。いいかえれば，三蕊  

県においても優れた戯家や戯紫地域が数多くあるであろ  

うが，他県と絞ペた場合その厚みに欠けるというのが正  

確な理解の仕方なのである。   

次に，節3の液温 すなわち三蛮児戯柴を単独で考え  

るのではなく，林楽，漁業を含めて第1次遮薬全体で考  

えると，飾1次産業への依存度が全国的にみてもかなり  

商い鼎になるという点について考察を加える。昭和54年  

における遮紫別県内純度腰（経済企画庁経済研究所『県  

民新潜統計年報』による）をみると，第1次産業の県内  
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まれるということだけをもって過大評価されるぺきもの  

ではなく，より具体的に，これら渡瀬からの所得が鹿家  

所得形成にどれだけ寄与しているかを客観的に判断した  

うえで評価されるべきものであると考える。  

3．鹿家1声当り農薬所得に低位性をもたらす要因の  

析出   

1）経営耕地規模の零細性について   

本節の目的は，三蕊渇の戯家1戸当り戯発所得がなぜ  

低位にあるか，あるいはまたなぜ低位になってきたかを  

明らかにすることである。分析にあたり，比校のため米  

海3典（岐阜，静岡，愛知）の動向もあわせて寂示する  

訊 これは単に三蓋騰が米梅地方の中に位饗するという  

立地上の理由によるものであり，他意のないことをこと  

わっておく。また，分析は期間を昭和32年から54年まで  

とし，その各年順位の5ケ年移動平均様を依って行なう。  

これは分析結果の安定性を増すためである。まず股初に  

農薬所得の低位性が経常郷地規模の零細化によるものか  

杏かを検討する。   

節3－1図は農家1声当り虚業所得の金剛頂位私 意た  

第30021蛋＝ま鹿家1戸当り経常耕地商機（田，細，樹園地，  

枚挙地の合音りの全国順位を示すものである（以下では  

煩雑になるので戯家1戸当りという表現は省略する）。  

この両図の比較から明らかなように，戯楽所相磯位と緩  

常耕地両税職位とのl馴こは矧瞭な対応関係がなく，三蕊  

鼎の虚業所得の低位性が嬢常耕地淡棋の零細性によるも  

のでないことを教えている。   

全国的にみてト三嚢腸は経常耕地面積順灘では申の下  

に位密するのに対して，虚業所得職位では下の下に位敬  

するようになってしまうのは，土地の生産性がきわめて  

低いからである。ちなみにこの土地盤魔性の三窓県の地  

位を第3叩3図に示すが，それによれば三霊殿は，この期  

間一貫して低位にあり，全国有数の土地生産性の低い臓  

であることがわかる。しかし，この土地の非効率的利用  

は三蕊戯だ研こ限ったことではなく，一方で土地の効率  

的利用を行なう戯（たとえば東海4園内では静岡，愛知  

がそうである）がある反面，他方で土地の非効率的利用  

を行なう県も数多くあり，ま地利用をめぐるこうした混  

乱が，経常耕地商機順位と虚業所矧l膳位との閻に低い相  

関をもたらしたと考えられる。第3－2図の右圏に示す数  

億は，52年（5ケ年平均の中央勾り の戯薬楽所才馴‡隊位と  

経常郷地面緻順位との間の相関係数であるが，土地利用  

をめぐる混乱が全国的規模で起こっていることはこの相  

‡沼係数が0．675と低いことからも十分窺える。   

経常排地面頓服位よりも虚業所馴贋位と明瞭に対応し  

ているのは，第3血4図に示した自家戯葉の労働時間の聴  

位である。それは，衆洛4県内の比較においても，ま  

た全国的な比較（52年の戯菜所得順位との相関係数は  

0．710）墨こおいても，より密接な関係を持っているとい  

うことがで魯る。このことから，現代日本戯発では土地  

よりも労働において利用効率の均等化作用が働らいてい  

ると指摘で車るのである。   

之）機械化について   

これまでは虚業所得を明示的に定致してこなかったが，  

厳密にいえば『腱経調』での戯楽所待とほ戯灘純所得の  

ことを表わしている。すなわち，戯楽観収益（虚栄終盤  

應）から中間投入財蟄用（肥召軋 戯蒸，飼料費など）を  

差し引いたものを盛栄粗所得と定教するが，この農薬姐  

所得からさらに機械や建物，動植物などの戯用資本財の  

減価償却費を差し引いたものが虚業純所得である。した  

がって，機械化が急速に進展し，機械の減欄償却費が急  

増すれば，虚業粗所得が不変であっても虚業純所得は低  

下していく性質を持つ。それゆえ機械化の影啓を除虫し  

たうえで三濃典の全国的地位を確屈しようとするならば，  

虚栄純所得ではなく，虚業組所得で比放していくことが  

必要になる。   

麹3－5図は，その戯用資本減価償却費の金剛彊位を示  

すものである。それによれば，三盛典は50年代に入って  

その瀬位を高めているものの，全体としてはそれほど職  

位の高くないことがわかる。そのため，箪3－6区＝こ示す  

戯業舷所得の順位でも，三蕊典の地位は上がらない。相  

変わらず股下位の近くを低迷している。また，0．994と  

いう相関係数の大きさからいっても，虚栄粗所得傲位と  

戯楽純所得職位が大きく準離している可能性はない。し  

たがって，機械の過剰投資は三蛮風に固有の現象でない  

ことが明らかとなる。いいかえれば，零細な水田の管理  

という目的のためにトラクター，田植機，コンバインを  

装麟するのは全国的規模で起こっているといえるのであ  

る。   

しかし，機械化の影啓だけを抽出しようとする場合に  

は蓼 戯用資本減価償却費を利用するのは不適当な面もあ  

る。その理由は，虚用資本減価償却費が機械の減価償却  

費のみならず，建物や動物，植物の減価償却費を食むも  

のだからである。そこで，機械の利用のためだけに費や   



三蛮紬こおける虚業所得の低位性とその原因に関する研究  65  

された費用を調べるために戯横島費での金‡遡的地位を示  

しておこう。ここで戯機為栗とは，機械の減価償却費に  

修繕費（これは中間投入財費用として計上される）を加  

えたものとして定義されている。その結果を示すのが第  

3－7図である。それによれば，戯j羽減価償却費の場合と  

興なり，この場合の三蕊県の地位は東海4県内において  

欄対約に商まっていることがわかる。とりわけ近年にお  

いてそういえる。これは，三濃県が戯用減価償却費の域  

合でも戯磯風楽の場合でもその全国的地位はそれほど変  

化しないのに対して，静岡，愛知の術英が戯用減価償却  

費の場合よりも戯機具登蟹の場合においてその金閣的地位  

を急速に低下させているからに他ならない。このことば，  

Rニ0．710  

／三変  
■l1－－   －－1、、 此仙 

こ；ご 

34  40  45  

賓客3｝4図 自家虚業の労働時間  

50  52   

（年）  

40 ノ15  

箪3－1図 虚業所得  

R＝0．737  Rニ0．675  

50  52   
（年）  

40  ノ15   

第3－51到 戯用減価償却費  

50  52   

（年）  

・lい ・15   

節3－2図 経常排他商機  

Rニ0．342  

w、以心㌦h仙 － 羞  
－－  叫附加伽‘  

を・．   －  

－■－一－－一■  

一二▲＿＿  ∴＿                   ‾ ‾ 

／三麓  
：   －    …－－   －・－ －  ・ ＿．  dO  ∴ ‥・－「「∴   

34  40  45  

第3－3国 土地盤産健  

50  52   

（年）   

3ヰ  jO  45  

第3－6図 虚栄粗所得  



石田 蕊昭・浦城 野一・名打 綴広  

R＝0．491  Ⅰモ＝一口．515  

史加－「・、  ＿ノ   

三濃叫ノニ㌦．湖  
■I－十し⊥∴  

・r静瀾  

40 45   

節3－7閉 虚機具資  

50  52   
（年）  

34  40  45  

第3－10図 恒常的雇用議定某所柑   

八
U
 
 

3ノ靂  ど10  J15  50  

第3－8図 戯外所得  

34  40  ′15  

第3－11図 馴書的礎用発光所得  

（年）   

R＝0，340  R＝＝¶0．256  

ー■  
ヽ  ・ 
－、  ノ／ ＼吸塵．へ㌦  

㌧■‾■－・、 
三一、  

’㌧． ノ  

愛知  

三盈「ノ謹㌧、、．ぺ．！  
－－－－・－・  ．∴、  

50  52   
（年）  

40  ‘15   

節3－12図 虚栄所得率  

40  45   

第3仙9図 戯外覇業所樽  

50  52   
（年〉  

この両県では，機械の減価償却磯のウエイトが小さく，  

建物（ビニールハウスやガラス窺など）や施設（防霜  

ファンなど），動物，植物く茶樹など）の減価償却蟄の  

ウエイトがかなり大きいことを表わしている。   

3）兼業化について   

次軋卜三登園はその「尊い都市化」によって，あるい  

はまた林業や漁業の隆盛によって戯村部における兼薬就  

嚢機会がかなり盈笛にあり，それによる高い塵外所得の  

ゆえに農家所得が高位で安産し，そのことが虚栄にかな  

らずしも依存しない戯家経済の構造を創り上げたとする  

見解について考察する。   

まずはじめに，腱外所得全体で考えると，三蕊県の金   
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また全国的にいっても，虚業所制限位と戯外所得順位と  

の間の魚の相関は一札484と弱いものであり，戯外所得  

の盛栄所得に与えるインパクトには秩序恍の希渾なこと  

が指摘できる。   

そこで戯家所得の造出機構をより評細ほ検討するため，  

ここでは戯外所得を以下の三つに分割して考察を進める。   

圏的地位は，虚栄所得を股下位とするほど商いわけでも  

なく，また高まって重たわけでもないことを示す。これ  

は第3…8図から明らかである。三蕊典は，34年以降融質  

して10～15位の繊齢こあって，上昇傾向も下降傾向も示  

していない。東海4堀内の比観でも，愛払 暁卑より低  

く，静岡より糾、という構造は義春的に変わっていない0  
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すなわち，①綴外軍港所得，㊥恒常的徴用兼業所得，＠  

臨時的凝用兼楽所得，の三つである。   

①の慮外当事業所得は，林業収入（しいたけ栽培の収入  

もこれに含まれる）や水産業収入，商工鉱業琴の収入か  

ら，そのための事業支出（ここでは劉・絆の便宜上，【鵬戯  

外事業支出」の他に「塵外雑支出」，「通勤定期代ふ「儀  

駿利子」を含める）を差し引いたものである。したがっ  

て，もし三業県において林発や漁業との日常兼葉が盛ん  

であるという事案があるならば，この所得が高くなって  

いることが期待される。ただし，その所蘭の大きさその  

ものは，この櫛の自営兼業部門を持つ戯家数がきわめて  

少ないために，平均値で表わすとそれほど大きくはなら  

ない。54年の全国平均値は164．7干円であった。   

これに対して，車わめて大きな駿家所得接待溺ほなっ  

ているのが，⑨と㊥の礎ノ召兼来所符である。とりわけ職  

員勤務や恒常的貸労働からの所得を表わす㊥の恒常的猫  

用光栄所得は，その朝が大巻く，54年の金閣平均格は  

2637．4千閂（これも計算の便宜上から，「職員俸給」，  

「給料」の他に「歳費および手当」を含める）にものぼっ  

ている。他方これと敏ペると，林紫，漁業，建設業など  

での臨時的皆労働からの所得を表わす＠の臨時的磁用兼  

来所符は，その覇がかなり小さい。54年の全国平均條で  

277．7干円（「被用労欝」）にしかならない。   

恒常的磁用兼業所得とi馴豹拘雇用兼業所得との問にこ  

れほど大差がついたのはそれほど溺いことではない。高  

庇成養過程で戯村にエ瘍や司ぎ楽所など戯外の就業機会が  

そこでの低賃金労働力を求めて大恩に進出して尊てから  

であった。虚業内部での貝稲い労働や，林灘，漁港，建  

設兼などでの日雇い労働を中心とする臨時的雇用兼光へ  

の就莱は，目を単位とするその労働供給の意思決定を個  

偶の戯家が行なえるという利点がある単軌 賃金率は低  

く，またその就業機会を袈際に活用するための求職費ノ羽  

（jot〉SearCbcost）がかなり高くつくために，戯家労助力  

の活用の機としては不安定，不十分であるという欠点が  

あった。それゆえ若年労働力を中心として虚家労働力の  

多くが1固限りの求職活動で就楽で巻る恒常的軍用兼業  

の就業機会を活用するようになり，そこから安定的で貸  

金率の商い雇用所得を獲得するようになってからであっ  

た。これに加えて，稲作の機械化が虚業労働時間，とり  

わけそのピーク時の労働時間を大幡に短縮するように  

なった結果1僚灘として体祭日しか休暇がとれず，戯発  

との両立が磯灘と思われたこの楼の就紫機会に対してそ  

の活用の途を拓いてからであった。   

このよう軋①から④までの慮外所得はそれぞれ異  

なった意味を持っている。そこで，このそれぞれについ  

て三蛮粍のて鋸司的地位を調べてみよう。麓3仙9固から箪  

3仙11図までがその綾果である。   

まず①の戯外事紫所得（第3¶肋9図）をみると，三悪県  

は，30年代は他の東海3殿と同等もしくはそれ以上の地  

位にあって，全国的には上の下に位慣していたが，40年  

代に入ると急速にその地位を低下させ，他の発泡3県よ  

りもはるかに低い30位前後に低迷するようになったこと  

がわかる。次に，㊥の恒常的履用光来所得（節3軸10園）  

をみると，30年代は岐乳 静岡と並んで全国的にはゃの  

上に位優していたが，40年代に入り急速にその地位を向  

」こさせ，愛知，岐単とともに金剛頂位で10位以内に入る  

ようになったことがわかる。さらに①の臨時的麗用兼業  

所得（第3叫貰1図）をみると，三重現は，30年代は全国  

節4位までに上昇していったが，40薫糾℃に下降とそれに  

綻く上昇を経験し，50年代になって金閣磯位で10位前後  

を確保するようになったことがわかる。   

以上の観察寧塞から，三麓県では鹿家による漁林菜や  

商工鉱発との自営兼紫はそれほど活発でないこと，およ  

び短期的な汲林業従事，建殻魔従解から様相される臨時  

紛綴用詑楽所符も所得順位としては高いが，爽額として  

ほそれほど戯家所得形成に役立っていないことがわかる。  

日常兼梁の観点からいえば，東海4ガ畏内では商工業中心  

の愛知現が優れ，擬富曙的雇用兼業の観点からいえば林業  

従軍坤心の暖冬が優れている。それゆえ戯家所稗の稼得  

蘭では，三寵県の場合，漁林業の隆盛と戯衆の不授は寓  

接的な関連を宿していないことがわかる。このことばま  

た全国的にもあてはまり，戯外事楽所稗腋位と虚栄所得  

椴位との相関が－0．256，臨時的綴用兼楽所馴筑位と虚  

業所革馴償位との相関が0．176，というようにいずれも無  

相関といえるような弱いものでしかなかった。   

三澄塵の戯家所得の形成に澄も資献しているのは，そ  

の額の大きさからいっても，またその全国的地位の高さ  

からいっても，恒常的擬用光栄所得である。そしてこの  

所得膳位が上界していった朝隼代前半の周蘭で，脳髄新  

得順位と，慮外事業所得順位，臨時的磁用米菓斬蘭瀾蘭  

の3者の低1ごがみられた。戯業，戯外事乳 臨時的穣用  

光栄のいずれをも捨てて，恒常的磁用兼業へ法ったと思  

われるのである。そして，戯家労働力活斯こおけるこの  

種のシフトが三選県だけに限らず全国的現象であること   
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範囲にあり，3～7倍の格差がある。また鹿瀬所得率50  

～40％の範問に32道府県かひしめいており，各期こみら  

れる虚業盤遜のバラエティーほどの有意姦を戯茶所禅率  

は示していない。したがって，虚業所得率の高低払 虚  

栄所得の大／j＼とかならずしもス；、レートに結びついてな  

いのである。挙；私 感楽所符率椴位と虚栄所得職位との  

相調は，0．340と低いものであった。   

これに対して，虚業所稗ときわめてストレートに結び  

ついているのが虚栄粗収益である。第3仙1図と第3－13  

図を比敬すればわかるように，それはこの期間中の束縛  

4鼎の推移からいっても，また，0．948という相関係数  

の高さからいっても成り立っていることが明らかである。  

このことば，三盛典の虚業所得が低い理由には，さまざ  

まな理由があるかもしれないが，なにはともあれ虚栄盤  

威嚇そのものが低いことにその絞大の原因があり，かり  

に虚業所得を引き上げようとするならばまずは農業生産  

額そのものを引き上げていかねばならないことを表わし  

ているi）   

ところで，虚栄飴遮叡（虚灘粗収益）は稲作，野鼠  

栄樹，工芸作物，畜産の生産額の合昏＝こ他ならない（他  

に，資，雑穀，温 いも頚の収入もあるがこれは除外す  

る）。そこで次に，これらの裏三應額での三蕊魔の全国的  

地位を示すことにしよう。第3岬14固から第3軸18囲まで  

がそれである。   

これらの図からわかることを要約すれば次の遜りであ  

る。①三麓掛ま稲作では他の栄藤3鬼よりも生産幼が大  

きく，金閣職位で之0～23位の範捌こある（第3岬14図），  

㊥野釆は，もともと職位が低かったが，40年以降その低  

位性の傾向に山層拍輩がかかり，東海4園内では漁低の  

35～40位までに低下している（第3州15図），㊥果樹は，  

特産品としてみかんを持つものの，その地位は静間，愛  

知よりも低く，吸塵とほぼ同じ35～朝位の間で低迷して  

いる（第3－16図），④エ芸作物は，特産品として茶を持  

つにもかかわらず，静岡に大法く水をあけられ，金閣順  

位で25～30位の範囲で低迷している（第3－17園），④商  

遊ば，30年代こそ他の東海3塵と同様に全国聡位で20紋  

以内に入っていたがナ 40年代に入り権威の不振に鬼鐸わ  

れ 急速にその地位を落とし35位前後まで低下した（第  

3－ユ8図），の五つである。   

以上からわかるように，三麓県のこの閣の動向を血Ⅵ  

でいえば，野栄部門での不振に加え，みかん・茶という  

地域特産品を持つ栄樹部門，エ芸作物部門での盛期的な   

は，恒常的雇用兼業所得職位と虚業所欄瀾腰との間の相  

関が岬0．515というように，その他の相関よりもかなり  

強いことによって十分窺うことができる。   

4）偽薬所得率と鹿紫粗収益について   

以上から，三鷺麒では，戯家労働力の活用が虚栄を蓋  

とし，それに自営光栄と臨時的雇用兼楽音組み合わせる  

という形態から，橿常約雇用発紫をヨ三とし，それに戯灘  

を組み合わせるという形態へ変化してきたことが明らか  

となったが，次に，この鹿家労働力の戯莱的活用がどの  

ようなものであったかを検討することによって，偽薬所  

得の低位他の原因をよりストレートな形で提示すること  

にしたい。   

この検討にあたり，まず，戯来所禅定超式を  

虚業掴㌫×虚業棚益  

＝盛業所稗率 ×戯楽観収益   

の形に分解し，戯楽所得率と虚業粗収益のそれぞれにつ  

いてその全国的地位を調べることにしよう。   

ここで，個別の作目の所得率が各県間で等しいと仮定  

すれば，各県虚業の作目構成比の相漸ま虚栄所得率の相  

違として盤わすことができるであろう。たとえば，繍作  

やその他の新種作物の蛍應を中心とする虚業が行なわれ  

ているならば虚業所得率は高くなり，飼料購入型篭避を  

主体とする虚業が行なわれているならば戯灘所得率は低  

くなる。それゆえ，このような形で機業所絡定盤式を分  

解するならば，戯灘所得の低位性が戯楽所得率の低位性  

（所得率の低い作馴こ特化した虚業）によるものか，あ  

るいほ濠た戯楽観収益の低位性（戯米飯産額そのものが  

小さいという虚栄構造）によるものかを細別することが  

できるようになる。   

節3㌦12図はその戯灘所得率の全国朋位を示すもので  

あり，第3－13図は戯発粗収益の金閣職位を示すもので  

ある。   

まず所得率の倣位からみると，三教典は，この期間中  

30～40位の聴聞で推移しており，職位的には低いものが  

あるといえる。しかし，この所得率の袈数値は，たとえ  

ば54年でいうと，56．2％（山梨）から34．4％（発京）と  

いう狭い範囲にあり，その格差は2僻もない。これに対  

して，虚業所得の爽数倍ほ，3578．1干円（北海道），  

1572．3千円（群属）を1位，2位とし，510．2千円（三  

選），509．9干円（東京）を45位，46位とするような広い  
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低迷，および畜産部門での榛端な地位の低下とが相伐っ  

て，稲作部門以外のいわゆる選択的拡大部門において相  

対的縮小化が起こり，結果的に稲作のモノカルチャー化  

が進行していったこと，これである。   

以上の三波奥の動向に対し，淡海4県内の比較では相  

対的に商い虚業所得を持つ静岡，愛知の動向は際立った  

対象を示している。すなわち，両県とも稲作は不振であ  

るけれど，愛知では野栄，静岡ではエ芸作物の部門で全  

開的にみて希いでたものを持っている。このことから，  

現代日本虚業では，稲作以外の盤鹿部門で何か一つの餞  

れた部門を持っていることが熊鷹米全体の帰趨を決め，  

商い虚栄所得を生みざjjしているといえるのである。この  

現象を全国的視野の中で表わしているのが部門別の灸逓  

敬服位と虚業所得順位との間の相関係数である。それら  

は稲作0．341，野栄0．4鴫 栄樹0．242，工芸作物0．395，  

番應0．47タというように，いづれの部門においても低い。  

にもかかわらず，それらを合劉・した虚業粗収益の順位と  

虚業所稗の犠位との間に商い相関があるのは，虚業所得  

の高位脱がすべての部門で商い吸塵朝協商つのではな  

く，その県の特性に応じた何か一つの生産部門において  

きわめて高い生産徽を持つからに他ならない。虚栄所得  

の高いことば，オールラウンドプレーヤーであることで  

ほなく，プロフふツショナルであることが必繋なのであ  

る。それゆえ地域囁腐慮での全国的地位を嵩めることこ  

そ，虚栄所得を嵩めていく唯血の方法であるといえる。  

この点，三盛児の場合，塵の特産品を育成せず，稲作に  

偏蕊したきらいがあったといえるのではないであろう  

か。   

この指摘に対して，三波の特産品は米であると抗弁す  

るのは済まりである。その理由は，第1に稲作について  

は技術の平準化によってその所揮の大きさが水野商機の  

大蓉さから…・威的に決磯されているからであり，第2に  

その水田蘭概の大きさ自体が中央政メ抒の拳輝い生産者保  

護政策によって変動し得ない構造になっているからであ  

る。稲作の規模拡大には，それを爽現することが悪辣を  

持つ敢も盤要な紫件である競争僚という性質が政策的をこ  

全く賦与されていないのである。稲作所得が商いといっ  

てもそれは生産者の商い能力とたゆまぬ努力とによって  

達成されたものではなく，単に水田面喰が大きいという  

歴史的にみて所与の条件からもたらされた当然の帰鍵常  

すぎないのである。  

4．戯某所得の決定メカニズム  

前節の分析において，三魂園の虚栄所得の低位性は，  

戯梁鉱産蘭では稲作だけを温存し，それ以外のいわゆる  

選択的拡大作目である野乗，兇樹，エ芸作物，畜産のい  

づれをも切り捨てて普たことにその原因があり，また鹿  

家労働力の活用面では，稲作＋畑作十戯外事莱ヰ臨時的  

磁用発発から稲作＋恒常的磁用瀬楽へシフトしてきたこ  

とにその原因があることを明らかにした。そしてまれ  

そのために土地の当三魔性が低下してきたこともあわせて  

示した。   

では，以上のような盛業および農家経済の構造変化は  

三蓋県に固有なものであったのであろうか。明らかにそ  

の筈は香である。単に三霊殿ではそれが徹底して進めら  

れたにすぎない。あるいはまた，それがいち早く進行し  

ていたにすぎない。そこで本節では，三窓殿と同様の構  

造を持つ県は盈体的にどこであるか，あるいほ興野の構  

造を持つ県は艮体杓にとこであるかを明らかにし，全国  

的視野からみた虚栄所得決定のメカニズムを検討するこ  

とにしたい。   

まずはじめに，問題を大きく捉えるためにノ 32年から  

54年に至る各都道府県の虚業所得順位（5ケ準移動平均  

値を用いる）を3分位（上位15児を節1分軋 中位15鼎  

を節2分位，下位16県を第3分位）で表わし，各都道府  

渇のこの間のパフォーマンスを明らかにしよう。第2塞  

がそれである。   

第2袈では，各都道府県を52年（5ケ年平均の中兼  

年）の盛業所得順位でソートして，この19年間にわたる  

推移を示してある。まず，52年において第1分位に属す  

る上位15県払 北海道，山形，宮城，茨城，習癖1千葬，  

佐賀，熊本，群ノ乳 秋臥 栃木，楯偽，静岡，神姦札  

岩手の各県である。一見してわかるように，釆北，北海  

道，および宵都圏近郊に立地する県が多く食まれる。わ  

ずかな例外は佐賀，熊本の九州2鼎である。このうち佐  

繋麒は，伝統的に稲作十畑作に強い麒として古くから第  

1分位に属しており，熊本殿は，近年工芸作物（いぐさ，  

たばこ）と果樹（みかん）で虚業払應が急伸し，番2分  

位から第1分位へ進擬してきた園である。したがって，  

箪1分位に属するこれらの麒の特徴は，第1に経常耕地  

面喰が大きいこと，第2にかなり商い稲作所得に加え，  

土地生産性を高めるような選択的拡大作目が導入された  

こと，第3に首都圏への野栄供給基地になっていること，   
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節2表 都道府県別にみた虚業所得分位脚3分位階級別仰の推移（昭和34～52年）  
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注）昭和32～54年の各年の腿紫所得順位を5ケ年移動平均して中央年の順位を求め，それを昭   

和34～52年の戯家所御鼠位とみなし，次いでその上位15典を麓1分位（1と表示），中位   

15戯を節2分位（2と表示），下位16県を箪3分位（3と来示）として教わしている。  

敬山の果樹，というように特産品がナショナル・ブラン  

ドになっている現が多い。これら諸県と興質なのが，新  

潟，笛山の北陸2県である。これら2戯では稲作への依  

存度が高く，その稲作所得が商いことによって麓2分磯  

の地位を確保しているとみてよい。したがって，箪2分  

位の節1の特徴は，本来は経常緋地面磯が／j、さく，第3  

分位に含まれて然るべきであるにもかかわらず，稲作以  

外のナショナル・ブランド的特産品を持つために戯楽所   

の三つである。   

次に節2分位に属する利別5臓は，宮崎，徳島，高知  

山…私 愛ご恥 新乳．偽札 鹿野，福岡，埼玉，香川，愛  

媛，奈良 宵山，和歌山の各県である。一風してわかる  

ように，地理的には西日本各県が多く，しかもそれぞれ  

が地域特逓品を持つ特徴のある典でもある。宮崎の施設  

野菜や畜嵐 高知の施設野菜，山梨の果敢 愛知の施設  

野栄，鳥取の梁軌 凝野の野発と栄敬 愛奴の栄軌 和  



72  石田 正昭・浦城 晋－・名紆 鼻広  

称が高くなっている異が含まれていることであり，第2  

の特徴は，本来は水田蘭概が大きく，稲作以外の虚業所  

得が付加されるならば第1分位に属するのが当然である  

にもかかわらず，稲作以外にみるペ蓉虚業が定瀞してい  

ないために戯米所符が低位になってしまった擬が含まれ  

ていることである。   

股後に第3分位に属する下位16県は，岡山，石川，京  

払 樟札 義時，来鼠 島根，岐阜，大阪，大分，滋賀，  

広島，山口，兵胤 鹿児飽，三薮の各現である。一見し  

てわかるよう軋∴東京を除くと地理的には，石川，補札  

岐阜，三蓋の4叔が作るたてのラインを発端とする西日  

本地域にこの分位に属するすべての堪が含まれている。  

そしてその多くは，零細な水田の管理を主たる目的とす  

る虚業が行なわれてあり，剛h，凝崎，広胤 止＝コでの  

栄敵 兵庫県淡路島での野発と畜産，鹿児島での工芸作  

物というように地域特産品が皆触とはいえない濠でも，  

その面的拡がりに乏しい盛栄が行なわれている。こうし  

た一群とすでに戯業が蒸発してしまった栄京，大阪の2  

大都乳 および稲作依存度の商い石川，福井の北陸2頗  

によってこの分位が構成されている。   

次に，この19年間の各県の推移をみると，第Z分位か  

ら節1分位へ進出した典として熊本，静岡，岩手があり，  

第3分位から第2分位へ進出した鼎として常軌 稼ぬ，  

高知がある。いづれも，稲作以外の選択的拡大作目でみ  

るペき所得増加を舞鶴させた県である。反対に，第1分  

位から節2分磯へ転落した戯として新潟，埼玉，宵山が  

あり，節2分位から第3分位へ取落した照として石川，  

禰軋 岐阜，大分がある。北陸4臓のように稲作への依  

存が強いか，埼玉のように都讃す化の影啓を強く受けるか  

のいづれかが分位低下の原因とみられる。   

以上の考廉から，虚栄所得の大小は，第1に経営耕地  

商機の大小が形容を与え，第2に選択的拡大作目でナ  

ショナル・ブランド的特遮品を持つか杏かが影静を与え  

ていることがわかる。このうち第1の粟国は，とりわけ  

第1分位とそれ以外の分位を区別する作用カを持ち，第  

2の要因は，とりわけ第3分位とそれ以外の分位を区別  

する作用カを持っている。   

では，こうした構造はいつころから作られたのであろ  

うれ これを次にみてみよう。第4図は，52年の鹿瀬所  

得順放と34年以降毎年の虚業所得順位（ともに5ケ隼移  

動平均値）との相錮係数を求め，その推移をグラフにし  

たものである。明らかに，その相関係数は45年を墳とし  

‾   ／ －一一／‾‾‾  

35  40  45  50（年）   

箪4図 52年虚業所得順位と各年の虚業所得倣位と  

の間の相関係数の推移（明和34～52年）   

注）昭和32～54年の各年の戯某所符階位を5ケ年移  

動平均してlや央時の版位を求め，それを昭和34  

～52年の虚栄服位とみなして僧綱係数を欝灘し  

た。  

て，それ以前の期間では急速に上昇し，それ以後の籾‡閤  

では上昇が鈍化している。このことから，現在の虚業所  

得服鋸ま45年ごろまでに形成きれたものであり，それ以  

降の構造は現在の構造と義春灘購牒卜・であることがわか  

る。   

現在の構造とは，要するに，経営耕地商機の大小と選  

択的拡大作目の定潜・発展とによって刻まれた構造であ  

る。これは全く同じことであるが，土地繭厳で所得が決  

定される作目と労働投入澄で所得が決定される作目とに  

よって刻まれた構造であるともいえる。したがって，土  

地の資源賦与盈と労働投入数の二つが虚業所得職位を決  

めていると考えることができる。そ七で次に，経営耕地  

面積順位と虚業所得概位，戯業労働時間順位と戯発所得  

膳位の二つの相関係数のパフメ・－マンスを時系列的に追  

跡し，この両者の関係がこの期間にどう変化してきたか  

をみることにしよう。第5図がその結果である。   

それによると，この二つの相関係数の大小が45年を境  

として速乾していることがわかる。すなわち，土地と虚  

業所得との相関が低下しているのに対し，労働と盛栄所  

得との相調が上界しており，この両者が交差するのが45  

年である。このことば，30年代の虚栄が土地によって刻  

濠れた構造を持っていたのに射し，その構造に徐々にで  

はあるが労働常よって刻まれた構造がビルト・インされ  

るようになり，40年代中輩になってはじめて，労働に  

よって刻まれた構造が土地によって刻まれた構造を波瀾  

するに至ったことを表わしている。いいかえれば，土地  

二水田慧稲作所得の大／jヽが戯楽所稗の大／jヽを決定するカ  

が相対的に弱まり，労働慧選択的拡大作l蔓iでの所得の大  

小が感光所得の大／j、沓決定するカが相対的に強まったこ   
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の巧拙が所得の多寡にあまり大きな影響を与えず，また  

米価が生産費・所得補償方式によって守られていたこと  

もあって，戯家間敷争と産地間親争の発生する余地に乏  

しく，どの戯家も零細な水‡ヨの管澄鼠を目的とする稲作経  

営を事故す必塞がなかったからである。あるいはまた，  

稲作でほ労働の遊休性が多大に発生するため，その他の  

労働活用との間で敷争の開成が深刻化するような事態に  

至らなかったからである。   

これに対して遜択灼拡大作‡…‡の分野では，稲作の場合  

と興なって，技術の巧拙と経営者蘭力の差が経常成果に  

大きな影啓を与え，またその価格が米価ほど手j掌く保護  

されていなかったために，どの戯家も，またどの地域も  

成功を収めるというわけにほいかなかった。ある戯家，  

ある地域の規模拡大が他の鹿家，他の地域の脱落を通し  

て来観されるという琉単性に潔かれていた。そして，こ  

の競糾こ打ち勝つためには，労働に遊休性を発生させる  

ことなく常に経常規模の拡大をはかり，また同時に技術  

も磨いて生産コストの低減をはかることが必要とされた。  

それゆえ，この分野での所得が商いことばこの蛾烈な競  

争に打ち勝ったことを窓嫁し，この所得が砥いことはこ  

の蛾烈な競争1こ敗退したことを意味する。いうまでもな  

くこの敗者遵は，労働の効率的活用を目指して戯外雇用  

に応じていった。窓蝕するしないとにかかわらず，個別  

鹿家と地域戯紫はこの間の遜択を行なっていたといわざ  

るを符ない。   

以上から明らかなように，戯家経済の構造，とりわけ  

その所得接待蘭で掛構造を把蘭するにあたり敢も窓要な  

指標は，選択的拡大作目での所得と雇用兼業所得の二つ  

であることがわかる。そこで次に，この二つの指腰を  

使って46都道府県を分耕し，三蕊鼎と同様の構造を持つ  

典と興野の柵遊を持つ蝿を織別していくことにしたい。  

この分折紙栄を35年と54勾ミについて示したのが第3寂で  

ある。ここで両年を比較する理由は，現在の戯家経済構  

造と高度成長期以前の鹿家経済構造思比戯したいからで  

ある。なお計算の便宜上，遜択的拡大作目での所得は稲  

作以外の戯楽所得として求め，また属用兼米所絡も機外  

挙楽所得を食めた塵外所得の合計として求めた。   

したがって，第3嚢では以下に示す五つの指様につい  

てその全国的地位を3分位（上位15児を第1分位，中位  

15殿を第2分位，下位14握もを節3分位とし，東京と大阪  

は資料上の制約から除外している）で示すことになる。  

すなわち，①虚業所得，⑧稲作所得，◎稲作以外の農薬   

35  40  45  50（年）   

第5図 飽楽所得職位と経常桝地面横磯位，戯発労  

働時間腑位との間の相関係数と蛮相関係数の  

推移（昭和34～52年）   

注）戯楽所得，経常耕地面軌 戯光労働時間の3恋  

について，昭和32～54年の各年の順位を5ケ年  

移動平均して中央年の順位を求め，それを昭和  

34～52年の朋放とみなしてそれぞれの相関係数  

を算出した。  

とを教わしている。それゆえ，現在の日本戯紫では土地  

が広いという理由だけでは高所得をあげることばで怨ず，  

たとえ狭い土地でもそこへより多くの労働を投入して土  

地を効率的に活用すれば番所得をあげることがで塗るよ  

うになったと考えられるのである。そして，この構造は  

40糾℃中輩までのいわゆる高度成超の過程で構築されて  

重たといえる。   

このように考えるならば，三窓魔の偽薬所得の低位性  

は起こるぺくして起こったといえよう。労働の活用兜を  

戯外に謹めた結栄，土地の効率的活用を阻懇してきたの  

である。それゆえ，これとは全く反対の選択肢として，  

労働の活用先を虚栄（選択的拡大作目）に求め，土地の  

効率的活用をはかることによって戯家所得を増大させる  

方策があり得る。そしてこれを追求していったのが虚業  

所得の高位県である。したがって，商庇成長の過程で戯  

家および地域戯紫が直面した選択の問題としては，所与  

の稲作所得をペースとして，それに選択的拡大作目から  

の虚栄所稗を付加させるか，あるいはまた戯外の雇用光  

栄所得を付加させるか，という資源活用のあり方にl関す  

る二者択扉の関越があったというペきであろう。   

ところで，この窓恩決魔常あたって，稲作所得の大小  

はほとんど影響を与えなかった。稲作については，技術  
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第3豪 遊府県別にみた戯家経済の構造脚東京，大  

阪を除く44遣府現川（昭和35年，54年）  

あろう。まず，㊥の稲作所得は水田南街（外舷変数）か  

ら－劇的に決定される。次に，資源活用のあり方に関す  

る意思決定として，①の稲作以外の虚業所稗と④の戯外  

所得との閥に選択問題がある。この選択関越は，資源賦  

与蕊一定，虚栄技術・1抒場貸金率一定のもとでの所稗最  

大化の問題として擬せられ，両所得は内奴変数として処  

理される。そして徽後に，①の戯楽所符は，㊥の稲作所  

得と⑨の稲作以外の虚業所得の和として定灘的に導かれ，  

また㊨の戯家所得は，①の虚業所得と④の戯外所得の和  

として定義的に尊かれる。いうまでもなく，この構図で  

励も蕊要なポイントは⑨と④の組み合わせである。   

さて，この④と④の組み合わせでほ三鷺娘は，35年，  

54年ともに（3，1）であり，伝統的に選択的拡大作目で  

の所得が低く，磁用光栄所得が高い現として位澄づけて  

よいことがわかる。したがって，三霊殿の稲作依存の構  

造は高度成長の過櫻であらたに起こってきたのではなく，  

単にそれが深化してきただけにすぎないことがわかる。  

すなわち，高度成盛期以前の段階から労働活用の場を戯  

外に求め，土地を非効率的に利用するという構造ができ  

上がっていたのである。いいかえれば，選択的拡大作目  

という袈現が登場する以前の段階ですでに戯家閥兢乳  

液他聞娩糾こ放れ去っていたのである。ただし誤解を避  

けるためにいえば，当時の兢争作目とは，まゆ，なたね，  

茶などを指していた。いうまでもなく，まゆ，なたねの  

娩争相手は圏内戯家ではなく，繊維化学工発であり，ア  

メリカの大豆生産虚家であった。また，茶は静岡が成約  

相手であった。   

次に，三藍と同じ構逝を持つ殿を54年についてみると，  

富山，石川，裕非，滋賀，兵庫 広島の各戯がある。こ  

のうち稀＝私 兵風 広島の3膵とは35年についても同じ  

（3，1）の構逝を持ち，残りの宵山，石川，滋賀の3児が  

高度成長の過程でこのグループの中に入ってきた。明ら  

かにこのグループの特徴は北陸3将にみられるように強  

度の稲作依存の体質であり，それゆえそのいづれの県も  

虚栄所得は低い。   

以上のグループとは全く正反対の（l，3）の組み合わ  

せ，すなわち稲作以外の虚業所得は商いれ 慮外所得は  

低いという構造を持つ澱もある。54勾りこついていえば，  

北海道，茨城，徳偽，愛媛，熊本，宮崎の各県がそれで  

ある。このうち北海道は35年も同じ構造を持っていたが，  

そ卵胞の5戯は高庇成超の過程でこのグル岬プの申に  

入ってきた。明らかにこのグループの典型は北海道にみ   
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注1〉 ①虚栄所得，㊥稲作所得，＠稲作以外の虚業  

所得，④飽外所得，㊥戯家所得を3分位階級  

別に表わす。  
2）各樹櫻の上位15現を第1分位（1と表示），中  

位i5鬼を節Z分位く2と表示〉，下位14燐もを第  

3分位（3と：教示）として表わしている。  

（資料）戯林水産省『戯家経済調凝』，『米および変  

斬の吸塵蟄』昭和35嘲扱およぴ54年版。  

所孝弘 ①塵外所得，①戯家所手軌 の五つである。このう  

ち①の稲作所得は，『戯綴調』の道府県別稲作収入に『米  

生遊資調姦』（戯林水産省）から得た道府県別所符率（そ  

の概念は炉戯経調』に従がう）を乗じて求め，また④の  

稲作以外の虚業所得は，①の虚業所得から上記稲作所得  

を差し引いて残差として求めた。   

これまでに述べて義た分析枠組みに従え払 ここで撒  

こうとする戯家所得決定の構図は次のように表わせるで  
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られ，それゆえそのいづれの鼎も戯楽所得は商い。   

ところで，各現の中には（1，1）の組み合わせ，すな  

わち稲作以外の戯楽所符も，戯外所得もともに商い典の  

あることがわかる。神奈川，静岡，愛知の3鼎である。  

そして，これらの殿では35年の段階ですでに（1，1）の  

構造を樹立していた。このことは，これらの戯では背く  

から労働の活用発として，虚栄内部と虚楽外部の二つの  

就業機会を確保していたこと，いいかえれば鹿家がこ梅  

分解していたことを表わしている。労働の活用兜を虚栄  

内部に求めて，土地を効率的に活用する鹿家群と，労働  

の活用先番虚栄外郭に求めて，土地を非効率的にしか活  

用しない戯家郷との分解である。覇者は，水圏薗瘡の零  

細性を畑地，樹園地の効率的活用でカバーするために野  

菜，兇樹，エ芸作物，畜産を導入していった戯家群であ  

り，その滋地約脂性巻十分～こ活用していった優れた戯家  

群であるといえる。後者は，稲作所得の低さを塵外所得  

でカバーするために☆くから腐用兼業に応じていった鹿  

家群であり，これもまたある意髄でほその立地的特性を  

十分常活用した優れた戯家群であるといえる。   

この（1，1）の組み合わせとは正反対の（3，3）の組み  

合わせを持つ膵もある。大分，鹿児魔の九州2現である。  

これらの県では，資源賦与条件に悪意れないこと（土地  

も労働力も少ないこと）と，塵外の就衆機会に恵濠れて  

いないことがこの絡莱を生み出しているといえる。   

以上から，三蕊殿の戯楽所符の低位焼の原因が，選択  

的拡大作‡ヨでの主産地形成にみるべ望ものが少なく，農  

家労働力の多くが戯外の就業機会を活用するようになっ  

たこと，およぴその蓋産地形成に後れた理由が米十茶＋  

まゆ＋なたね」一自給的畑作という戦前期に報恩した戯栗  

栖遵であったことが明らかとなった。それゆえ，虚米所  

得の低位性は高度成長逼明以前の段階から成立しており，  

高度成遵は単にその構遊探化に拍輩凄かけただけにすぎ  

ないことがわかる。これを別の観点からいえば，高庇成  

盛期以前の段階で三濃よりも経常耕地規模（岩永出面破  

鏡摸〉が小さく戯楽所得が低位にあった鼎において，と  

りわけそれは西日本地域に立地するが慮外の就発機会に  

恵まれていなかった現において，土地の効率的活用を目  

指す戯家の一群が高庇成遜の過程で野釆，兼樹，エ芸作  

物，詔魔のいづれかを導入して底地形成をはかり，戯楽  

所符を増大させてきたために，相対的に三蕊県の地位が  

低下するようになったと考えることができる。   

しかし，粥栗の停滞に伴い，より山投と機烈さを増す   

選択的拡大作目巻めぐる鹿家岡焼軌 遮地聞兢争を想起  

するならば，三蕊鼎の虚業所砕の低位蝕をそれほど悲観  

的に捉える必婆はないように患われる。これは皮肉な嘗  

い方になるかもしれないが，選択的髄大作目での軍門化  

と集中化が行きつくと，これまで主産地形成に腐心し戯  

灘所得を高めてきた上記の各戯において，みるぺ会所  

得増加が速成し静なくなり，終発的に稲作のをノカル  

チャー化に柳沼する可能性が残されているといえるから  

である。それゆえ，稲作所得だけの比較では金閣中位iこ  

位置する三蓋県が虚栄所稗の比較でも今よりも順位が上  

界していく可敵性が残されているといえるであろう。本  

稿の腎戯で紹介したように，55年，56年の虚栄所矧償位  

は若干上昇しているが，これなどもその兆候として捉え  

ることができよう。しかし，これはいづれにしても後ろ  

向きの局方であることには変わりない。目指すべきは，  

（1誹 の組み合わせ，すなわち神奈川，静岡，愛知と同  

じグループに入っていくことである。  

5．三重県盛業の課題と振興の基本方向  

ところで，箪3表の⑨稲作以外の虚楽所得，④戯外所  

得，窃）戯家所得の繍をワンセットでみると，三祭殿は  

（3，1，勾 の組み合わせを持っている。すなわち，窃）の稲  

作以外の戯雑所得では第3分位（下位14タ込）に属し，①  

の慮外所得では節1分位（上位15奥）に属し，⑧の戯家  

所得では箪2分位（中位15県）に属している。土地の効  

率的活用を放棄してまで労働を戯外で活用しようとして  

いるのであるが，それでもなお戯家所得では全国中位に  

属してしまうのである（ちなみに，鹿家所得職位は35年  

27位，54年20放であった）。その理由は，戯来所得での  

低位倣を塵外所得での高位倣がカバーしきれていないか  

らである。すなわち，貸金率の商い恒常的磁用発寒への  

就業か盛んであるとはいってもいまだ不十分なものに静  

まっているからである（ちなみに，戯外所得職位は35年  

11位，54年10放であった）。このような現状では，三惑  

県の應家路済の構造は徹底さにおいて欠けるものがある  

と指摘されても仕方がないであろう。そこで，本郷では，  

これからの本県虚業と鹿家経済の発展方向をどう捉える  

ペきであるかについて，あるいはまたその発展のために  

必要とされる地方自治体の政策課題とは一体何であるか  

について，若干の考察各行なうことにしたい。   

上紀の（3，1，初 の構造からより優れた別の構造へ変  

革していく場合，その基本戦略は（3，1，2）→（3，1，1）ゆ   
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（2，1，1）ゆ（1，1，1）の他あり符ないであろう。すなわち，  

まず戯家所得を現状の第2分位から第l分位に押しよ玖  

そのうえで稲作以外の虚栄所得を第3分位から第2分位  

へ，さらには第2分位から第1分位へ躍進させるという  

構想である。ただし，この構想はもっばら可能性という  

視点からのみ把えたものであり，爽貌性の視点からいえ  

ば，現状の構遵から腱家所得が節1分位に躍進するまで  

の変革しか銅縛できないであろう。すなわち，（3，1，1）  

までの構造変化である。   

では，どうすればそこまでの補遺変化が爽現できるで  

あろうか。方法は二つある。いう濠でもなくその一つは，  

現在の構造をより一段と徹底させること，すなわち雇用  

兼業所得を現状よりもより一層増大させていくことであ  

り，もう血つば，虚栄授興方向の戦略を定めて現在の虚  

栄構造をより優れたものへ変革していくこと，すなわち  

稲作以外の虚業所得を増大させていくことである。   

この二つの方法のうち，爽現しやすいのは凝用兼磯漸  

得の増大のほうである。この場合，その具体的方策とし  

ては，第1に南勢および伊磐地域での就嚢機会を拡大し  

ていくこと，箪2に伊勢平野部での兼業戯家層の中にあ  

る未活瀾の労働力資源，具体的には女子労働力と老年層  

の労働力を戯外で活用すること，の二つが考えられる。  

この女子労働力と老年層の労働力はともに縁辺労働力と  

して労働力率が低いという特質を持っており，この労働  

力率を嵩めることによって礎用光栄所得を高めていこう  

とするわけである。それゆえ，彼女および彼らの労働力  

参加将来現させるためには，彼らが受結できるような援  

やかな就嚢条件を持つ雇用機会を伊勢平野部で創り出し  

ていくことが政策的には必要である。   

これと畷ペると，もう州・つの稲作以外の虚栄所得の増  

大のほうは爽現がはるかに困難である。しかしながら，  

この点において地方自治体はこの困難な問題から逃避す  

ることは絆されない。なぜならば，この課題こそが地方  

自治体が自主性を持って行なえるほとんど唯一・の虚業政  

策であり，したがって資任を持って行なわなければなら  

ない虚業政策と思われるからである。   

稲作について，地方‡ヨ治体が自嘉性沓持って行なえる  

ことばきわめて少ない。米および稲作に関する薄利庶は  

すべて中央レベルで決定され，地方良治体はタテ割り符  

政のもとでその決定された施策を地元に伝達していくだ  

けの役割しか考えられていないからである。中央で決定  

される以上のものであってもいけないし，以下のもので  

あってもいけない。かりに自主的に行なえることがあっ  

ても，虚地盲‡測度，食管制度という大きな政策枠組みから  

逃れることばできない。したがって，稲作所得が高まる  

（戯地が流動化する）か，稲作所得が低まる（低米価の  

もとでも戯地が流動化しない）かば，すべて中央レベル  

での窓恩決定次儲であるといえる。地方自治体が翠うじ  

て自剥法を発揮しうると思われる土地基盤怒傍輩楽も固  

からの補助金を仰ぐ以上その例外ではあり禅ない。   

稲作については以上の通り中央強権化が行きついてい  

るので，地域戯薬の帰趨はそれ以外の選択的拡大作目の  

定瀞と発展のためにどのような施策を地元自治体が打ち  

出すかということにかかっている。地方自治体の側から  

みれば，補助金のない独自の施策など打ち出しようがな  

いかもしれないが，これらの選択的拡大作目に対するrP  

央レベルの政策はその楷緻さと手膵さにおいて稲作より  

もはるかに劣るものがあり，地方‡ヨ治体による制度の活  

用とその運用の方法次第でみるペき成果をあげる可能性  

が残されているといってよい。また，この場合補助金に  

頻らず，県単事業として地域の爽憐に応じた施策を地方  

‡ヨ始終が行なっていったとしても，米における食管制度  

のような大きな政策枠組みが存在しない以上，みるペ堂  

成果を速成する可能性が残されているといってよい。し  

たがって，この分野での所得が高まるか否かは，稲作の  

場合と興なって，地方良治体の能力と散見によって決定  

される側面が強いといえる。この点においてまずもって  

地方lヨ治体に必要とされることば三盈県ではどの部門を  

賜金体の振興部門として位澄づけるかということである。   

まず，果樹（みかん）とエ芸作物（茶）についてであ  

るが，三変異ではこれまでもこの両作目に対して蕊点的  

にカを注いで尊ている。職蘭瀾の段階から戯地の多くが  

水田として開発し尽くされてきた本渇の場合では，残り  

わずかの畑地，台地，丘陵地をこれらの樹木で緩い尽く  

そうとする努力がなされてきた。とくに高胱成盛期以前  

の段階で競争力を火なってしまった桑に代わって，茶や  

みかんを釈植し，土地の効率的活用をはかろうとしてき  

た。しかし，その結果はすでに明らかにしたように，み  

るペき所得増加をもたらしていない。両作目とも四乳  

九州の新興産地との親糾こ放れてしまったのである。こ  

のような現状であるから，これからもこの両件闇で所静  

増大をはかっていくことばはとんど不可能であるように  

思われる。高級品化と早期出荷の体制を盤えつつ産地を  

維持していくことが行ないうる像沓のことであろう。   
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について不瀾を鋳じ符ない。なぜ不満かといえば，これ  

が尊守防簡約だからである。いいかえれば，野菜の県内  

l要一給論だからである。   

県内産野栄の強さを測るもう一つの指標として，県内  

鹿野発を塵外市場へどれだけ出荷できるかという指標が  

あり得る。いまこの指標を県外市場出荷率と呼べば，野  

菜敦盛の強さば，この県外市場出荷率と県内市場供給率  

とによって作られる二次元平面上のベクトルの関越とし  

て論じられるペきである。県内市場供給率がウチでの強  

さを教わすならば，県外讃す壊出荷率はソトでの強さを寂  

わしているとみてよい。ウチで強いばかりでなく，ソト  

でも強くなければ野楽部門での所得増大は望めないから  

である。   

第6匡lほ，県内市場供給率の比按的商い主要野菜9種  

敷（だいこん，はくさい，キャベツ，ね乳 なす，トマ  

ト，かぼちゃ，さやえんどう，いちごの9種敷であり，  

グラフでの表示がこれらに限られたのは主として麒外  

市場出荷率のデータを得ることができなかったからであ  

る）について，その県外苗場出荷率と県内市場供給率を  

グラフに示したものである。扉鬼して明らかなように，  

園内市場供給率が高くても，県外了打切出荷率の低いもの  

がある。なす，ねぎ，いちごなどがそれである。また，  

（％）  

次に畜逓であるが，肉牛を除くと弘魔の尊門化と塊中  

化とが行きついているので，これからの発展はその鹿金  

光の能力と努力次第という側面が強い。肉牛については，  

高級品としてのブランド・イメージを保ちつつ一声当り  

飼童顔数の増大をはかるという方向で発展可能性を追求  

していくことが今後の裸越といえる。   

しかし，何といっても園虚栄全体として取り組むペ蓉  

発展の方向は，野栄部†ヨの拡大・強化である。三窓殿が  

歴史的にこの部門で弱かった理由は，第1にみるペき畑  

地が確保されていなかったこと，第2に愛知，静岡とい  

う大鹿地が隣接し，チムーネン圏的立地環境からみて不  

利な条件に聡かれていたこと，の二つである。前節で述  

べたように，変軋 静岡，神奈川あ3県はいづれも稲作  

で弱く畑作で強いという歴史を持っていたが，その理由  

払 この3願ともに水関が乏しく畑地が多いという脳地  

のlヨ然的環境条件と，米消費地に近いという戯他の経済  

的立地条件の，恵まれた二つの条件を具備していたから  

である。東京と名古屋の2大消費都市にはさまれており，  

また鉄道，道路の利便性からみても関西から遠く触れて  

いたというわけではなかった。爾にらみの野葉虫遮が行  

なえたのである。   

けれども，以上で述べた三蛮風にとってのこつの不利  

恍は今や克服されてしまったといってよい。畑地の少な  

さば，水田の閻場数備に伴う汎用田化によって克服され  

つつあり，また，大泊紫地から遠いという不利性は輸送  

手段の革新によってかなり以前の段階から克服されてい  

るからである。だからこそ，四国や九州で野釆の産地形  

成が進んだのである。さらにまた，工楽化があまりに行  

きすぎると，静岡，愛知といえども産地崩壊の免税にさ  

らされる可能性を残しているといえる。したがって，三  

蕊も野釆部門では新規参入と規模拡大の余地を残してい  

ると考えるペきであろう。   

それにもかかわらず，この点にrおける典の姿勢には消  

極性がl∃立つ。正確にいえば，現状を悪識しすぎている  

といってよい。その一例として，昭和56年4月に三蕊県  

戯粟振興対策案議会が答申した『三愛澱虚栄授興の基本  

方向』を取り上げてみよう。そこでは野発会体の生産目  

横として次のような目標改定を行なっている。すなわち，  

現状の戯内管】i壊供給率（園内威供給及÷県内市場取扱  

盛）は51％と奮わめて低率であるので，「県内市場整備  

に対応し県内市場供給率を70％以上に商めることを目標  

とする」という設定である。けれども，筆者はこの冒機  

ねぎ×；×いちご  

だいこん  
トマト X  

ヰヤペツ×  

：XXはくさい  
0
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照
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節6図 野菜の戯外市場出荷率と燭内賓ぎ場供給額  

（昭和55年）  

注）酬㈲欄躯腰絡狼×100   

錮棚撒率＝小×100  
（資料）東海戯政局三敦統計情報率務所『三敦盛  

林水産統計年報』昭和55」56年版。   
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かぼちゃ，さやえんどうなどは県内市場供給率も殿外箱  

場出荷率もともに低い野栄である。三寵児のウチでもソ  

トでも強いといえるのほだいこんぐらいであろう。   

県内鹿野葉のソトでの娩争カをつけるにあたって留悪  

すべきことば，いちごを除いて，仕向地が京阪神地区に  

片寄っていることである。名古屋地区で強いのはいちご  

だけである。京浜地区へばすべての野菜が全くといって  

よい櫻出荷されていない。したがって，名宙屋と京浜地  

区に対し供給の拡大をはかることがソトでの親争カを嵩  

めることに通じると思われる。いちどについては，京阪  

神地区でのシェア拡大をはかる必要がある。   

以上から明らかなように，野栄で所得増大をはかるに  

は，ウチでの胱争力以上にソトでの髄争カをつけること  

がはるかに蕊要であり，この競争力を賦与させることが  

現在の低迷した虚業構造をより優れた戯栗林遵へと変化  

させていくカになると考えられる。それゆえ政策的には，  

檻換畑での野栄飴遮の定常とその外延的拡大が地方自治  

体によって打ち出される必要がある。そしてこの政策は，  

行政担当者にとって股大の関心事である戯地の保全，確  

保という視点とも丼合的であることばいうまでもない。  

行政担当者にとってみれば戯民意かせの野菜生遜の一面  

があることは否定できないが∴酢離別－jの振興とそれに  

伴う戯地の効率的活用をワンセットとして政策的に打ち  

出すことが鬼虚業のオピニオン・リーダーとしての資任  

としてある。  

6．緒  絵  

本稀における研究は，雀按の目的として，三蕊県の戯  

家1戸当り虚業所得がなぜ低位にあるかという問題を，  

戯家と戯家経済の構造の問題として金‡溺的視野のもとで  

歴史的に捉えていこうとすることから出発した。この間  

題の検剖1こあたり，さまぎまな視角から数多くの定数約  

分析がなされた。定性的分析についてはなお残された課  

題があるといえるが，ここでの分析から得られた結論は  

ほぼ次のように要約できるであろう。   

節1．三蛮風の戯楽所得が全国数下位であるのは主と  

して教科上に欠陥があるためである。『戯縫関』におけ  

る三蕊典のサンプリングが正当であっても，他園とりわ  

け所得低位斑のサンプリングが意図的であると股下位に  

紀落する可能性がある。けれども，真の虚栄所得の比暁  

において三盛男熟カ‡企i遡上位に進出する可能性はほとんど  

ない。上，申，下のうち下位にあるといってよい。   

第2．三笠県の戯灘所得が低位にある理由は，稲作以  

外の作‡∃での義遮地形成にみるぺ望ものが少なく，砂肝  

凰の多くが檀儲的雇用兼業へ就業していった農家が圧倒  

的多数を占めるからである。この場合，水田面概が大童  

く，稲作所得だけでもかなりの農業所得が確保で卓るな  

らば，戯楽所矧償位は今よりも酎立にあったであろう  

（たとえば北陸3瑠がをの典型である〉。この窓味で，三  

蛮は富山，石川，福井と同じ構遊を持つといえる。この  

グループの中にはその他に，滋賀，兵風 広島が入る。   

第3．上で述べた三寵児の機業および虚家経済の構造  

は，商磯成凝の過程で起こってきたわけではない。それ  

以一緒の段階，おそらくは戦前期の段階から成立していた。  

高度成選ばそれを単に徹底化させたにすぎない。これは，  

戯地が水田として開発し尽くされ，台地，丘陵地が乏し  

く，みるペき畑作地郡が形成し柊なかったからである。  

平野部に続く海洋と急峻な山地の地形がそうさせたとい  

える。したがって，畑作は自給的なものに留まり，商品  

数遜的虚栄の発展カに乏しかった。商品作物としてはま  

ゆ，なたねが中心であり，その他に茶，みかんがあった  

にすぎない。このうち，まゆは合成繊維の治頸に敗れ，  

なたねはアメリカ應大豆に放れていった。茶，みかんは  

高度成展の過程で矧乳 九州の新興産地との産地間娩争  

に敗れていった。   

第4．畑作が不授であったもう一つの犬舎な敷由は，  

戦前期の段階から愛知，静岡という野菜の大産地が確立  

しており，京浜，名古屋地区での兢争カを持っていな  

かったことである。わずかに京阪神地区でのシふアを確  

保するに留まった。しかし，それとても三澄以西の緒麒  

との親争があり，チューネン闇的立地環境からみて良好  

とはいえなかった。貯蔵他に富んだ作物（たとえば根菜  

頸や漬物）でしか競争力を発揮で重なかった。   

第5．しかし，水田の汎用化がはかられ，輸送手段が  

めざましい発展を遂げた現在，稲作依存型の虚業構造か  

ら脱脚し，頗地の効率的利用をはかっていく必繋がある。  

この点での無為無策は絆されない。その場合，本県にお  

ける選択的拡大作鋸ま野栄（花井，花水も食む〉 の他あ  

り絡ない。この部門での所得増大のためには，段内市場  

供給率の向上のみならず，園外市場出荷率の向上もまた  

鉱産目礫の申に組み込む必要がある。   

第6．逆浪的に聞こえるかもしれない机 稲作以外の  

選択的拡大作目の戯家間鶏争と産地間璃争（国外との兢  

争をもちろん含む）がさらに激化し，生産の軍門化と幾   
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申化が行きつくと，三窓殿の戯楽所枠順位は現在よりも  

上界していく可能性がある。これは，これまで嘉産地形  

成に腐心し，その熱意と努力によって虚栄所得を嵩めて  

重た西日本地域のいくつかの戯で産地間親争からの脱落  

が起こり，盛栄所尋馴樹立の低下が起こるからである。そ  

して，このような事態になれば，稲作所得では金閣中位  

の衆力を持っている三或殿の復権もあり得ないことでは  

ない。これは，現在の政治システム，行政システムのあ  

り方から考えて，米と稲作に関する緒制度がすべての虚  

業政策の申で汲も変更し難い要素を持っているという認  

散にもとづくものである。  
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